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大
正
十
六
年
剛
月
凹
目
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行
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號
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究

　
　
　
　
　
鍛
冶
系
圖
面

目
　
淵

↓
々
　
　
ジ

理
學
博
士
　
小
　
川

琢
　
治

　
　
　
　
嗣
、
緒
　
　
言

・
損
本
刀
の
登
逮
を
論
ぜ
ん
と
す
る
に
は
刀
工
の
年
代
こ

そ
の
系
圖
ご
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
．
我
々
は
刀
劒
の
銘
文

か
ら
出
濁
し
て
日
本
刀
の
歴
史
を
上
代
ま
で
潮
ら
ん
ご
試

み
、
嚇
昨
年
か
ら
所
謂
在
銘
物
の
銘
文
及
び
無
銘
物
の
隠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
カ
ゴ

銘
に
就
い
て
研
究
し
、
磨
り
潰
さ
れ
た
刀
董
（
忠
）
に
懸
晒

す
る
黙
書
を
辿
っ
て
奈
良
朝
以
前
の
刀
工
に
古
す
る
私
見

　
　
　
第
十
ご
巻
　
　
研
　
究
　
　
相
鰍
鍛
冶
系
圃
考

を
一
昨
年
一
月
以
後
本
誌
及
び
地
球
、
「
か
た
な
」
（
中
央

刀
混
獲
）
等
の
一
昨
年
諸
號
に
獲
表
し
た
。
　
　
　
匹

　
然
る
に
隠
銘
を
池
見
す
る
手
が
か
り
ご
し
て
正
確
な
る

押
書
そ
の
他
の
刀
劒
に
坐
す
る
寒
点
が
必
要
で
あ
る
か
ら

二
年
に
亙
り
黒
本
及
び
刊
本
類
を
蒐
集
し
、
本
誌
前
稿
に

所
載
し
た
以
外
に
数
種
の
素
潜
本
及
び
刊
本
を
獲
て
、
刀

工
の
渋
墨
に
就
い
て
そ
の
成
立
翠
雲
を
推
知
す
る
端
緒
を

　
　
　
　
　
　
　
第
桶
槻
　
　
　
　
一
　
　
（
桶
）



　
　
　
錐
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
粗
殉
鍛
冶
系
圓
考

得
穴
。
卑
賎
ま
で
古
刀
の
銘
文
に
就
て
調
べ
た
所
容
は
前

提
に
登
表
し
た
意
見
は
中
ら
す
ご
難
も
籐
り
正
鵠
を
失
し

　
　
　

て
る
ぬ
ご
信
ず
る
ご
同
時
に
、
箇
々
の
考
説
に
就
い
て
補

足
訂
正
を
要
す
る
所
の
爾
ほ
頗
る
多
き
は
勿
論
で
あ
る
。

故
に
地
球
及
び
「
か
た
な
」
爾
…
誌
上
に
論
じ
た
所
よ
り
更
に

一．

烽
�
i
む
る
に
先
ち
、
主
こ
し
て
交
献
を
基
礎
ご
し
て

刀
工
の
年
代
及
び
系
統
を
推
究
せ
ん
ご
試
み
、
本
誌
蕪
稿

に
概
括
的
に
述
べ
た
諸
考
畑
中
の
一
部
分
で
特
に
異
説
の

多
い
相
州
鍛
冶
の
系
圖
に
關
す
る
一
家
の
私
説
を
叢
に
公

に
し
て
博
雅
人
士
の
慢
勝
を
乞
ふ
こ
ご
、
し
た
。

　
元
來
系
圏
な
る
も
の
は
作
成
者
が
そ
の
祓
先
に
湖
っ
て

編
纂
す
る
當
り
作
成
年
代
を
溜
る
に
從
ひ
正
確
を
映
く
傾

向
あ
る
を
免
れ
ぬ
が
、
鍛
冶
系
圖
に
至
っ
て
は
刀
工
自
身

の
作
っ
た
も
の
は
少
く
、
鑑
定
家
（
目
利
者
）
の
心
昼
え
に

し
た
秘
回
書
の
一
部
分
ご
し
て
追
々
に
登
達
も
た
に
過
ぎ

ぬ
か
ら
、
を
の
記
録
こ
し
て
の
償
値
は
一
週
疑
は
し
き
を

　
　
　
　
　
　
　
歯
噛
號
　
　
　
　
二
　
　
　
（
ご
）

静
定
す
る
を
要
す
る
。
今
日
我
々
の
引
用
す
る
古
刀
銘
豊

大
全
本
朝
鍛
冶
考
等
の
諸
刊
本
の
系
圏
は
大
抵
慶
長
前
後

に
繁
華
だ
秘
傳
書
に
載
せ
た
所
を
寛
政
年
間
以
後
に
整
理

し
た
ご
想
は
れ
、
銀
冶
備
考
の
薩
摩
波
の
李
三
百
年
來
の

諸
家
系
圖
を
除
い
て
は
刀
工
家
傳
の
文
書
を
基
礎
ビ
し
た

も
の
は
何
程
も
な
い
機
に
見
え
る
。

　
從
っ
て
流
布
本
の
如
く
詳
細
を
督
し
墾
考
に
便
な
る
も

の
、
系
圖
こ
し
て
の
緊
緊
は
古
刊
本
及
び
古
爲
本
の
蕪
雑

な
る
形
態
を
保
存
す
る
も
の
よ
り
も
正
確
で
あ
る
ご
断
定

す
．
る
こ
ご
が
出
島
ぬ
ば
か
り
で
な
く
、
此
の
如
き
文
鰍
の

性
質
を
考
慮
せ
す
し
で
盲
從
す
れ
ば
誤
謬
に
隔
る
危
瞼
ご

群
疑
の
百
書
す
る
困
難
に
當
面
す
べ
き
は
多
言
を
挨
だ
す

し
て
明
か
で
あ
る
。

　
次
に
現
存
す
る
鍛
冶
系
圖
が
・
如
何
な
る
径
路
を
経
て
現

形
ご
成
っ
た
か
を
考
ふ
る
に
、
そ
の
根
本
材
料
の
一
は
矢

張
り
在
銘
の
實
物
で
あ
っ
た
筈
で
海
蛍
の
一
は
物
が
よ

く
切
れ
た
こ
い
ふ
傳
説
に
よ
っ
て
實
物
ご
共
に
名
が
後
世



に
至
る
ま
で
喧
寒
し
て
記
録
ε
な
っ
た
こ
ご
で
あ
ら
う
○

而
し
て
此
の
如
き
資
料
が
記
録
の
形
態
を
具
備
す
る
に
至

っ
た
時
代
は
勾
欄
前
後
即
ち
足
利
義
満
の
命
に
よ
り
宇
都

宮
墾
河
入
道
が
鎌
倉
時
代
の
三
毛
を
整
理
し
π
武
家
恩
賞

に
用
み
る
刀
劒
の
等
級
を
決
定
す
る
参
考
こ
し
た
時
で
あ

っ
た
ご
想
は
れ
、
そ
の
資
料
中
の
最
も
古
く
し
て
確
か
な

も
の
は
承
元
二
年
の
日
附
あ
る
諸
甥
番
鍛
冶
に
關
す
る
交

書
ど
正
和
二
年
の
臼
附
あ
る
鎌
倉
幕
府
へ
の
注
…
進
物
の
目

銀
で
あ
っ
て
、
鎌
倉
幕
府
の
勃
興
に
俘
ひ
賞
品
こ
し
て
毛

無
の
領
値
鋼
断
が
必
要
こ
な
っ
た
息
め
で
あ
ら
う
。

　
さ
れ
ば
李
安
朝
及
び
そ
れ
よ
り
以
前
の
刀
工
に
關
し
て

は
上
述
第
一
第
二
の
資
料
以
外
に
徴
す
べ
き
確
か
な
懸
軍

な
く
，
越
畑
な
き
傳
説
の
刀
工
は
隠
銘
か
ら
推
知
す
る
外

な
く
、
孚
顯
銘
の
謎
讃
に
よ
っ
て
爆
げ
た
忠
沓
そ
の
他
多

歎
の
刀
工
名
を
訂
正
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

本
稿
を
草
す
る
に
常
b
手
に
し
得
た
だ
け
の
材
料
に
就

　
　
第
十
二
巷
　
　
研
　
究
　
　
浦
州
鍛
冶
系
醗
考

い
て
交
獄
の
性
質
を
吟
陳
ず
る
に
、
最
も
古
い
の
は
天
正

十
五
年
か
ら
刀
工
の
年
代
を
渤
算
し
た
（
隔
）
忠
政
（
姓
不

明
）
目
利
書
（
備
前
以
下
の
系
圖
の
部
を
除
い
た
表
題
不
明

の
金
壷
本
）
で
、
原
稿
本
で
な
い
ご
見
え
る
が
、
徳
川
初

期
を
降
ら
澱
丸
本
で
あ
る
。
此
の
書
物
の
内
容
中
最
も
注

意
を
惹
く
所
は
刀
工
の
作
品
中
の
名
物
で
慶
長
以
後
の
諸

書
に
見
え
な
い
傳
説
を
載
せ
、
特
に
相
州
鍛
冶
の
系
圖
は

他
に
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
之
ご
封
比
す
べ
き
他
の
↓
は
（
二
）
慶
長
こ
年
の
奥
書
ご

花
押
あ
る
竹
屋
重
次
の
孫
娘
本
で
、
（
三
）
萬
治
板
古
今
銘

盤
の
系
圖
、
秘
談
抄
の
二
懇
に
相
生
す
る
部
分
を
含
み
、

同
刊
本
の
底
本
た
る
慶
長
十
六
年
の
傳
授
書
に
比
し
　
室

町
時
代
の
磐
本
の
内
容
ご
形
式
ご
を
存
し
た
こ
想
は
れ
る

綾
群
書
類
趨
走
九
二
入
雑
部
七
入
（
四
）
諸
國
鍛
冶
寄
も
亦

た
賂
ぼ
（
三
）
ご
同
時
で
、
慶
長
十
九
年
の
奥
書
あ
る
の
み
覧

な
ら
す
、
内
容
も
大
同
小
異
で
あ
る
。
同
懇
九
こ
九
雑
部

七
九
（
五
）
諸
國
鍛
冶
系
岡
に
至
っ
て
も
同
楼
多
少
の
出
入

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
　
　
三
　
　
　
（
三
）



第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
相
州
鍛
冶
系
醐
考

め
る
に
過
ぎ
諏
、
（
六
）
光
悦
本
本
朝
古
今
銘
遜
も
同
時
の

目
利
書
で
古
板
本
愛
玩
者
の
珍
重
す
る
稀
本
な
る
も
、

（
三
）
の
窓
越
、
四
ご
類
似
し
、
系
圖
に
鵬
す
る
部
分
が
な

い
の
が
遣
憾
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
此
の
正
風
ほ
（
六
）
寛
永
元
年
板
系
圖
と
し
で
前
稿
に
揚

げ
た
も
の
が
あ
る
。
是
は
近
頃
獲
高
し
た
所
で
は
寛
文
覆

刻
二
種
あ
り
て
、
銘
船
卸
傳
抄
ご
題
し
て
寛
永
二
年
板
の
・

秘
臨
書
（
岸
本
正
之
助
氏
所
藏
）
ご
合
せ
て
二
三
ご
し
て
刊

行
さ
れ
て
る
る
。
然
る
に
上
下
紺
染
の
原
刻
本
は
互
に
膿

裁
を
異
に
し
、
家
藏
本
の
寛
永
元
年
か
ら
渕
即
し
た
聖
算

そ
の
他
鍛
冶
名
寄
の
部
は
多
く
片
假
名
を
を
雅
え
、
且
つ

板
裏
に
上
め
字
が
あ
り
、
下
窓
は
雫
假
名
で
下
の
宇
な
き

所
か
ら
推
せ
ば
或
は
元
年
板
ざ
斎
い
て
二
年
板
ご
二
種
あ

っ
て
、
後
者
は
寛
文
板
の
底
本
ε
な
っ
た
の
で
、
全
部
｝
零

丁
名
で
あ
っ
た
か
ご
想
像
さ
れ
る
。
此
の
黙
は
今
爾
ほ
疑

問
で
あ
る
が
、
現
に
寛
文
板
も
中
本
ご
大
本
中
の
二
種
同

持
に
無
量
さ
れ
た
事
實
か
ら
上
述
の
廊
下
は
必
し
も
架
察
・

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
四
　
　
（
四
）

の
臆
測
で
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。
爾
ほ
此
の
寛
三
板
以
外
に

岸
本
氏
証
本
ご
憂
く
大
さ
重
継
の
同
一
な
中
間
年
代
の
覆

刻
本
が
融
雪
に
あ
る
が
、
是
は
鎌
田
魚
妙
の
い
ふ
正
保
杉

田
板
昌
利
書
に
相
當
す
る
か
造
れ
ま
た
疑
問
で
あ
る
。

　
上
述
諸
本
に
就
い
て
鍛
冶
系
圖
に
關
す
る
文
獄
こ
し
て

の
便
値
を
比
較
す
る
に
、
（
［
）
（
二
）
雨
止
が
そ
の
後
の
流

布
本
の
基
礎
を
成
す
る
も
の
で
、
こ
の
他
で
は
（
七
）
正
保

寓
本
本
阿
彌
家
鍛
冶
系
圖
ご
（
八
）
萬
治
轟
轟
鍛
冶
系
圖
の

愚
書
が
詳
細
で
、
寛
政
以
後
の
如
上
研
究
家
に
利
用
さ
れ

た
も
の
こ
考
へ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
二
、
鎌
倉
幕
府
初
期
の
刀
工

　
相
州
鍛
冶
に
就
い
て
流
布
本
に
載
せ
た
所
を
槻
る
に
、

燕幕

{
創
設
以
後
数
十
年
間
に
は
一
人
も
名
を
切
田
め
ぬ
芝
に

な
っ
て
み
る
。
頼
朝
の
西
征
伐
寧
日
な
し
ご
い
ひ
得
る
武

力
萬
能
の
新
政
府
に
兵
器
の
製
造
業
が
全
く
行
は
れ
す
し

て
、
比
較
的
に
雫
稔
無
事
の
中
葉
に
至
つ
で
漸
く
名
工
が

出
て
至
る
ざ
い
ふ
こ
ご
は
全
く
不
可
解
で
あ
る
。
鍛
刀
工



業
が
振
は
す
し
窄
、
名
工
が
な
か
っ
た
爲
め
に
傳
は
ら
鳳
の

で
な
く
て
、
初
期
の
刀
工
中
に
名
工
が
あ
っ
て
も
癒
永
前

後
の
編
纂
に
樵
り
既
に
年
代
の
遠
き
が
爲
め
に
記
録
に
漏

れ
た
ビ
す
る
の
が
最
も
安
當
の
解
繹
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ

る
。

　
勿
論
爾
ほ
此
の
外
に
鎌
倉
武
士
が
侃
用
す
る
刀
劒
は
中

央
集
樫
の
李
安
朝
の
惰
勢
を
受
け
備
前
そ
の
他
李
安
京
に

於
て
有
名
で
あ
っ
元
刀
工
の
作
品
を
彼
等
の
手
近
く
得
易
・

い
も
の
以
上
に
珍
重
す
る
習
慣
も
あ
っ
て
、
開
府
當
初
の

刀
工
が
黄
海
さ
れ
る
傾
向
も
想
像
さ
れ
る
。

　
論
じ
て
此
に
至
り
想
ひ
出
す
の
は
後
流
末
か
ら
三
國
覇

立
に
至
る
間
の
働
世
に
於
け
る
鍛
刀
工
業
が
馨
り
注
意
さ

れ
訟
に
關
ら
す
、
史
乗
を
詮
索
す
れ
ば
類
例
ε
し
て
暴
げ

得
る
面
白
い
事
實
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
我
々
の
周
知
・

の
事
件
は
當
時
行
は
れ
た
鳶
口
の
戦
事
に
限
ら
れ
て
み
る

が
、
兵
器
製
造
の
工
業
が
歴
愛
の
趨
向
を
支
配
し
た
筈
ご

推
定
し
得
る
に
止
ら
す
し
て
、
現
に
魏
志
を
捜
索
す
れ
ば

　
　
　
第
十
ご
巷
　
　
研
　
究
　
　
和
州
鍛
冶
系
職
考

韓
豊
傳
（
懇
二
十
四
）
に
此
に
關
す
る
片
鱗
を
認
め
得
べ
く

墾
は
建
安
年
間
に
曹
操
車
州
を
李
げ
た
際
に
登
用
せ
ら
れ

て
変
質
虚
者
ご
な
り
、
從
來
馬
力
又
は
人
力
に
よ
っ
た
精
…

錬
法
を
水
力
に
よ
る
こ
ご
に
改
良
し
、
兵
器
の
広
聴
を
圖

り
、
そ
の
功
に
よ
り
司
金
都
尉
ご
な
）
、
後
に
死
す
る
際

に
司
徒
ご
な
つ
だ
事
實
が
あ
る
。

．
叉
た
姓
不
詳
の
唐
人
の
纂
め
た
古
文
苑
（
懇
十
三
）
に
後

漢
末
の
名
家
酪
漿
の
刀
銘
な
る
も
の
載
せ
、
是
に
よ
れ
ば

建
安
年
問
に
張
常
な
る
名
工
が
み
た
こ
ご
が
知
れ
、
且
つ

ま
た
同
書
の
注
後
章
樵
（
南
迎
人
）
の
灌
漿
な
る
語
の
注
に

よ
れ
ば
露
文
帝
（
曹
　
）
の
典
論
に
魏
太
子
（
　
）
が
百
辟

（
郎
ち
漿
）
の
寳
刀
を
造
っ
た
こ
あ
る
こ
ご
が
知
れ
る
。
是

れ
に
よ
り
て
察
す
る
に
後
漢
か
ら
三
國
の
間
に
贈
爵
工
業

の
技
術
も
頗
る
進
ん
で
み
て
、
五
十
襲
百
白
面
に
折
り
返

し
て
鍛
へ
る
方
法
が
行
は
れ
み
た
の
で
あ
る
．
）
嘗
て
束
魏

高
獣
に
用
ゐ
ら
れ
た
纂
母
懐
重
な
る
も
の
＼
宿
鐵
刀
の
造

り
方
を
紹
介
し
て
六
朝
時
代
に
煮
売
の
技
術
が
あ
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
五
　
　
（
五
）



　
　
　
第
十
ご
巻
　
　
研
　
究
　
　
相
州
鍛
冶
系
画
考

し
た
が
、
今
や
更
に
湖
っ
て
後
漢
末
（
二
〇
〇
年
頃
）
に
既

に
同
じ
造
り
方
が
あ
っ
て
日
本
刀
の
如
き
も
の
が
漢
代
に

用
ゐ
ら
れ
て
る
た
こ
考
ね
ば
な
ら
鎗
の
で
あ
る
。

　
此
の
類
例
に
よ
っ
て
考
ふ
れ
ば
鎌
倉
時
代
の
中
末
に
至

っ
て
鍛
刀
工
業
が
盛
ん
に
な
っ
た
如
く
見
え
る
現
在
の
刀

叢
書
所
見
の
記
載
は
箕
相
を
譜
る
も
の
で
な
く
、
初
期
の

刀
工
に
出
す
る
所
傳
が
種
土
前
後
の
秘
書
書
が
出
來
る
ま

で
に
失
は
れ
て
、
開
府
暫
時
如
何
な
る
刀
工
が
み
た
か
を

知
り
難
く
な
っ
た
こ
す
べ
き
で
あ
る
。

　
此
の
如
き
事
情
に
よ
っ
て
後
世
に
忘
却
さ
れ
拠
刀
工
が
’

あ
っ
た
こ
す
れ
ば
彼
等
の
爲
め
に
大
に
澄
ま
ざ
る
を
得
な

い
次
第
で
あ
る
か
ら
、
之
を
捜
索
す
る
こ
ご
は
謡
本
三
熱

史
上
必
要
で
あ
る
。
不
備
の
資
料
を
極
力
芝
蝦
し
て
漸
く

捜
り
當
て
だ
も
の
は
左
に
列
零
す
る
信
房
貞
國
國
弘
爲
貞

の
四
入
で
あ
る
が
、
そ
の
中
信
房
に
關
す
る
資
料
が
最
も

不
備
で
あ
る
か
ら
、
貞
國
以
下
の
三
人
に
就
い
て
先
づ
論

じ
、
信
房
を
赦
恢
に
す
る
｝
外
な
べ
、
此
等
を
述
べ
た
茄
仮
に
現

　
　
　
　
　
　
　
　
第
鴇
號
、
　
　
　
　
山
ハ
　
　
　
ぎ
（
六
）

に
研
究
家
の
聞
に
疑
雲
の
十
分
に
晴
れ
濾
國
光
正
宗
に
論

及
し
て
、
相
州
鍛
冶
系
縦
な
る
も
の
、
性
質
を
明
に
す
る

　
一
助
こ
す
る
。

　
　
　
　
三
、
貞
　
　
　
國

　
普
通
最
も
古
い
鎌
倉
鍛
冶
こ
し
て
國
宗
國
安
恥
家
助
眞

國
綱
の
五
入
が
認
め
ら
れ
て
み
る
が
、
古
恩
讐
銘
盤
（
二
）

の
鍛
冶
奮
記
目
録
の
章
に
豊
後
行
李
正
恒
（
後
吉
井
院
御

宇
元
暦
比
）
に
次
ぎ
鎌
倉
鍛
冶
の
第
一
に

　
　
轟
隙
鵯
内
瀧
四
望
夫

次
に
羽
掻
型
置
至
適
に
下
っ
て
右
脚
鯉
細
論
離
瓢
鞠
嚇
鰍
描
翻
激

託
の
三
人
を
暴
け
、
又
た
國
宗
は
注
進
物
の
第
三
番
に
備

窮
鳥
陰
雲
て
見
え
、
其
の
子
政
宗
及
び
國
重
書
鷲
ご

共
に
三
人
だ
け
記
載
さ
れ
て
る
る
。
此
の
貞
國
に
解
し
て

は
萬
治
板
本
に
載
せ
た
慶
長
入
年
の
秘
傳
碁
聖
國
鍛
冶
下

上
記
の
部
に

　
　
貞
國
鞭
窮
輝
糊
酬
黎
齢
梱
車
夫
．

ご
あ
る
。
之
を
前
の
鍛
冶
蕾
記
に
比
較
す
れ
ば
そ
の
蒋
代

野



は
約
五
十
年
降
っ
て
み
る
。

　
本
阿
彌
家
正
保
系
圖
に
見
え
る
貞
國
は
更
に
降
り
、
藤

源
次
一
門
へ
助
眞
則
家
と
家
の
部
に
則
家
の
弟
分
こ
し
だ

家
具
の
子
ε
し
、
隠
家
の
正
翌
旦
に
奏
し
更
に
後
に
在
る

ε
し
、
萬
治
系
圖
に
は
姻
家
の
子
家
宗
の
子
こ
し
な
が
ら

亀
山
御
宇
四
郎
太
夫
ご
注
し
、
全
く
前
後
を
顛
倒
し
て
し

ま
っ
て
み
る
。

　
仰
木
弘
邦
の
古
刀
銘
盤
大
全
（
蓉
二
）
に
は
此
の
破
綻
を

彌
縫
し
て
建
武
頃
山
内
住
家
宗
弟
子
こ
し
、
鎌
田
魚
妙
の

鍛
冶
考
（
窓
三
）
に
花
園
御
宇
正
和
宗
子
瀧
四
郎
太
夫
二
代

目
光
巌
院
御
宇
正
慶
建
式
こ
し
た
も
の
亦
た
同
じ
破
綻
を

彌
縫
せ
ん
ご
す
る
一
案
ら
し
い
。
置
酒
自
身
の
考
案
か
他

の
系
圖
に
糠
つ
た
か
は
明
か
で
な
い
が
、
二
代
ご
考
へ
る

の
は
頗
る
窮
し
た
考
へ
方
で
あ
る
。
然
る
に
山
田
吉
睦
の

備
考
（
憲
四
）
に
至
れ
ば
後
者
を
探
っ
た
ら
し
く
、
「
相
州
山

内
｝
派
二
字
銘
に
打
、
本
國
備
前
建
武
貞
和
の
間
」
ご
し

本
國
備
前
ご
い
ふ
語
勢
は
如
何
に
も
正
確
ら
し
く
聞
え
、

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
禰
州
鍛
冶
系
圃
考

藤
源
次
一
門
た
る
を
意
味
す
べ
き
も
、
貞
國
の
來
歴
を
朋

に
し
た
記
鎌
に
糠
つ
た
か
は
頗
る
怪
し
い
。
本
阿
彌
長
根

の
之
を
各
涙
か
ら
切
離
し
て
鎌
倉
鍛
冶
の
末
に
貞
國
正
和

こ
し
て
暴
げ
て
疑
は
し
き
を
間
い
た
方
が
眞
面
目
な
態
度

ご
見
受
け
る
。

　
此
の
刀
工
の
現
存
し
た
こ
ご
を
謹
す
べ
き
押
形
は
刊
本

の
銘
盤
及
び
光
山
埋
忠
士
屋
三
押
形
集
に
見
惑
ら
す
、
自

分
所
藏
の
角
野
正
次
諸
士
秘
傳
志
望
（
寛
文
年
間
の
誓
寓

本
、
鍛
冶
考
憲
十
八
楠
公
笹
蟹
の
項
に
引
い
た
享
保
十
四

年
角
野
壽
見
の
書
翰
に
「
古
來
よ
り
の
忠
罵
所
持
仕
候
」
こ

い
ふ
も
の
）
に
僅
か
に
一
葉
あ
る
に
…
過
ぎ
訟
。
左
に
そ
の

縮
圖
を
掲
ぐ
。
（
次
頁
爲
眞
塗
扇
、
實
大
二
分
一
）

　
鮨
の
押
形
寓
に
紀
年
銘
を
俘
は
す
、
叉
た
住
慮
を
明
記

せ
澱
か
ら
そ
の
台
墨
を
確
か
め
る
以
上
の
債
値
が
な
い
如

く
見
え
る
が
、
正
次
の
相
模
國
の
部
に
編
入
し
た
の
は
實

物
の
作
風
か
ら
推
し
て
鎌
倉
鍛
冶
た
る
こ
と
疑
な
か
っ
た

爲
で
あ
ら
う
ε
想
は
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
㎞
號
　
　
　
　
七
、
　
　
（
七
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
，
粗
州
鍛
冶
系
圖
考

　
弦
に
注
意
す
べ
き
は
太
滑
降
憲
二
十
二
鬼
九
鬼
切
の
記

事
で
あ
る
。
そ
の
説
は
現
在
刀
証
書
に
い
ふ
北
條
時
頼
が

粟
田
口
國
綱
を
召
し
寄
せ
て
鬼
九
を
造
ら
せ
た
話
説
の
時

頼
を
時
政
ご
し
た
上
に
、
そ
の
作
者
に
就
い
て
「
是
は
奥

州
宮
城
郡
の
府
…
に
三
の
眞
國
ご
い
ふ
鍛
冶
三
年
精
…
進
潔
激

し
て
七
重
に
注

連
を
引
き
き
た

う
た
る
劒
な

り
L
ビ
い
っ
て

る
。
こ
の
眞
國

は
恐
ら
く
は
時

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
入
　
　
（
入
）

　
此
の
刀
工
の
名
は
相
州
風
の
荒
銃
の
付
い
た
刀
の
隠
銘

に
時
々
読
め
、
鎌
倉
鍛
冶
ヶ
谷
住
と
切
り
文
治
頃
の
紀
年

銘
を
俘
ふ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
鎌
倉
開
府
の
際
に
奥
州
か

ら
招
か
れ
た
刀
工
ご
遣
せ
ら
れ
る
。
暫
く
叢
に
附
記
し
て

他
日
確
か
な
在
銘
物
の
で
其
否
を
決
定
す
る
時
機
を
待
つ
。

代
が
遙
か
に
後
の
國
綱
の
子
の
名
を
混
同
し
た
ら
し
く
太

李
記
作
者
は
雨
名
の
類
似
か
ら
誤
り
傳
へ
た
疑
が
あ
る
。

本
阿
彌
長
根
奥
州
鍛
冶
の
中
に
其
國
を
畢
け
た
の
も
或
は

太
李
記
の
記
事
に
從
つ
た
も
の
で
是
も
貞
國
ご
改
む
べ
き
●

や
に
想
は
れ
る
。
若
し
果
し
て
遣
り
こ
す
れ
ば
貞
國
は
・
奥

州
鍛
冶
の
鎌
倉
に
來
住
し
た
中
品
も
古
い
一
入
で
あ
る
。

三
、
國
弘
ご
爲
貞

た
後
鳥
古
稀
御
宇
鍛
冶
詰
番
次
第

書
）
に

　
禦
刀
磨
國
弘
雀
鷺
織
器

ご
あ
る
國
弘
と
爲
貞
が
何
威
の
鍛
冶
こ
も
注
記
し
て
ゐ
ぬ

が
、
萬
治
寓
本
系
圖
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ガ
ヰ

　
御
太
刀
磨
國
弘
相
州
山
内
住
人
　
　
刑
清
　
儒
貞

　
承
元
二
年
癸
丑
正

　
月
日
（
板
本
十
一
・

　
日
ご
し
た
の
も
あ

　
る
）
の
年
月
記
し

（
天
正
十
五
年
忠
政
傳



こ
し
レ
磨
は
ト
ギ
ε
照
し
刑
（
硲
の
略
字
鰍
）
清
の
ミ
ガ
キ

の
訓
ご
調
し
て
打
ち
上
げ
た
刀
劒
の
仕
上
げ
の
携
當
者
を

指
定
し
た
こ
ご
を
知
る
ご
同
時
に
、
國
弘
の
相
州
鍛
冶
た

る
こ
ご
を
も
知
る
に
足
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
國
弘
に
宿
し
て
は
寛
永
板
系
職
避
雷
同
罪
其
外
頭

字
二
分
の
章
に

　
國
弘
鎌
倉
山
内
学
四
鄭
　
人
後
滋
雨
院
御
宇
也

ざ
い
ふ
記
載
が
最
も
古
い
。
鎌
冶
考
に
「
後
鳥
朋
御
宇
元

暦
、
山
内
住
龍
四
郎
太
夫
ご
號
、
　
一
代
鍛
冶
ご
、
按
貞
國

風
な
ら
ん
」
ご
い
ふ
の
は
恐
ら
く
は
同
じ
系
統
の
傳
書
に

基
い
た
説
で
あ
ら
う
が
、
貞
國
が
同
じ
く
四
郎
太
夫
ご
演

舞
る
慮
か
ら
察
す
れ
ば
鎌
田
魚
妙
の
説
ご
反
濁
に
貞
國
の

子
叉
は
弟
子
に
國
弘
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
承
元
番
鍛
冶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
選
に
入
っ
て
み
る
と
考
へ
る
方
が
安
當
で
あ
る
。
龍
四

　
　
　
　
　
　
む

郎
の
龍
の
学
は
瀧
の
誤
り
な
る
べ
き
は
勿
論
で
あ
る
。

　
國
弘
の
作
品
は
吋
底
知
れ
す
、
唯
一
本
だ
け
角
野
正
次

忠
押
形
寓
に
山
内
藤
源
次
こ
し
た
國
弘
が
あ
る
。
是
は

　
　
　
第
十
ご
巻
　
　
研
　
究
，
粗
州
鍛
冶
系
圃
考
一

土
屋
押
形
上
の
相
州
國
弘
（
正
和
）
及
び
光
山
押
形
集
の
左

國
弘
の
銘
虚
字
膿
ご
藩
し
く
異
っ
た
も
の
で
或
は
古
國
弘

で
あ
り
得
る
か
ら
左
に
掲
げ
て
他
日
研
究
の
資
料
ご
す

る
。
（
次
頁
爲
眞
塗
照
、
細
大
）
　
　
　
　
　
　
．

　
爲
貞
に
は
注
記
な
く
同
名
の
刀
工
は
京
に
一
入
仁
治
頃

こ
い
ふ
の
が
寛
永
板
系
圖
に
見
え
る
に
止
り
、
承
元
二
年

か
ら
三
十
鈴
年
の
後
で
あ
る
か
ら
同
入
か
も
知
れ
澱
が
疑

は
し
い
。
磨
れ
こ
も
鷺
宮
の
隠
銘
で
讃
ん
だ
所
で
は
陸
奥

國
李
硬
論
爲
貞
と
も
相
州
鎌
倉
鶴
岡
門
前
住
爲
貞
こ
も
切

り
正
治
三
（
建
仁
元
）
年
七
月
十
六
鐵
の
紀
年
銘
を
俘
ひ
、

是
が
翻
清
を
承
っ
た
爲
貞
ら
し
く
、
刊
本
に
仁
治
の
京
鍛

冶
ご
し
た
の
も
或
は
正
治
の
誤
で
、
結
番
の
頃
に
京
に
上

っ
て
打
つ
た
作
品
も
あ
っ
て
此
の
如
き
傳
説
が
出
來
た
も

の
か
ご
想
は
れ
る
。

　
爾
ほ
此
の
外
に
爲
貞
に
俘
ひ
樵
る
爲
信
ビ
い
ふ
銘
が
あ

っ
て
、
爲
貞
の
門
弟
か
又
た
は
子
で
そ
の
製
作
を
助
け
た

ご
想
は
れ
る
。
元
暦
青
江
の
離
層
な
る
も
の
が
あ
っ
て
別

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
九
（
九
）
、



　
　
　
第
十
二
巻
－
　
研
　
究
．
相
州
鍛
冶
系
圖
考

人
で
あ
る
ε
想
は
れ
る
も
省
ほ
不
明
で
あ
る
か
ら
姑
く
疑

を
存
し
て
記
す
に
止
め
る
〇

　
　
　
　
四
、
法
華
経
太
郎
信
房
．

　
以
上
列
學
し
た
諸
工
の
外
に
術
ほ
信
房
ご
い
ふ
刀
工
が

同
じ
く
奥
州
か
ら
鎌
倉
へ
移
住
し
た
こ
ご
が
隠
銘
の
研
究

に
よ
っ
て
明
か
ε
な
っ

た
。　

此
の
刀
工
は
寛
永
板

系
譜
に
桧
華
経
太
郎
ご

記
も
、
古
刀
銘
濫
大
全

憲
二
陸
奥
國
の
部
に
法

華
経
太
郎
骨
無
早
期
螂
惟

　
　
　
華
経
太
庸

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
日
0
　
　
（
一
〇
）

等
の
文
銘
が
あ
っ
て
、
頼
朝
が
藤
原
誓
言
を
伐
つ
だ
翌
年

鎌
倉
に
來
て
る
た
こ
ご
が
察
せ
ら
れ
る
。

　
而
し
て
此
の
鍛
冶
ヶ
谷
獣
今
の
大
船
の
東
北
一
、
里
本
郷

村
の
隣
村
鍛
冶
ケ
谷
で
あ
る
べ
く
、
本
郷
は
山
内
荘
の
本

郷
で
あ
る
か
ら
、
相
州
山
内
住
ビ
切
る
刀
工
多
く
は
此
慮

．
隊
　
．
」
麟
茄
薩
饗
磯
聴
講
壌

…
命
　
　
…
…
ヂ
ー

垂
。
⑳
多

一
己
竃
湯

ぽ
房
餐
繧
清
房
蕪
譲
罐
華
蓮
記
し
．
舞
草
鍛

冶
の
鎌
倉
時
代
の
代
表
者
ご
し
て
畢
た
も
の
で
、
そ
の
住

宅
年
代
共
に
頗
る
皆
々
に
な
っ
て
み
る
。
然
る
に
隙
銘
を

讃
ん
だ
結
果
に
よ
れ
ば
「
奥
州
李
転
住
信
房
」
「
文
治
六
年

四
月
十
五
日
於
鎌
倉
鍛
冶
谷
罪
し
「
法
華
経
太
郎
信
房
作
仁

藤’”f’1

に
る
た
こ
想
は
れ
、
貞

國
國
弘
等
よ
り
も
更
に

有
名
な
信
房
が
先
づ
古

面
し
て
刀
鍛
冶
の
聚
落

こ
な
り
、
絡
に
鍛
冶
ケ

谷
の
大
字
が
今
日
ま
で

傳
は
る
に
至
っ
た
こ
ご

も
容
易
理
解
さ
れ
る
。
故
に
鎌
倉
鍛
冶
の
淵
藪
こ
し
て
此

の
土
地
は
出
勿
月
山
陸
奥
舞
草
李
泉
の
次
に
重
要
な
る
位

地
を
占
め
、
中
世
文
化
史
上
に
注
意
す
べ
き
所
で
あ
る
。

　
此
の
奥
州
か
ら
移
住
し
た
信
房
に
關
す
乃
傳
説
は
鎌
倉

鍛
冶
の
系
圃
に
全
く
跡
を
絶
た
如
て
見
え
る
が
隅
後
　
記



す
る
大
事
相
傳
系
圖
な
る
も
の
に
相
州
鍛
治
の
系
統
を
延

幌
延
房
延
正
國
翼
國
宗
國
光
ご
連
記
し
た
國
置
ハ
生
先
の
備

前
鍛
冶
こ
し
淀
部
分
に
見
え
る
延
房
が
信
房
の
誤
で
、
孚

泉
信
房
が
一
文
宇
信
房
ご
混
同
さ
れ
て
亡
失
し
た
疑
が
頗

る
曲
説
皐
ε
な
る
O

　
囎
と
〔
ノ

　
備
前
信
房
の
系
圖
を
考
ふ
る
に
、
正
和
注
進
物
に
信
房

鵠
麟
難
句
正
号
信
房
・
あ
り
て
、
三
板
系
圓
繕

鋸
盤
正
信
包
の
三
代
を
墨
げ
、
如
手
引
（
慶
長
十
⊥
ハ
年
爲

本
）
に
信
房
延
房
信
正
信
包
こ
し
、
正
保
萬
暦
寓
本
系
圖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

共
に
延
翼
延
房
信
房
信
正
信
包
こ
し
、
相
母
系
圖
の
延
命

　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
信
正
の
誤
な
る
こ
ご
殆
ざ
疑
な
く
、
延
房
も
亦
た
信
房

ら
し
い
。
是
に
堕
す
る
考
謹
は
他
縫
番
鍛
冶
を
論
究
す
る

時
に
細
論
す
る
。

　
白
墨
地
球
誌
上
で
奥
州
鍛
冶
を
論
じ
た
際
に
注
意
し
た

如
く
奈
良
朝
か
ら
李
安
靭
に
至
る
聞
に
刀
劒
製
作
法
が
大

い
に
進
歩
し
、
特
に
田
村
慶
頼
義
義
家
等
の
奥
朋
征
伐
の

頃
戦
圓
が
離
幽
、
行
は
れ
た
時
代
に
寧
日
鹿
運
営
　
な
四
聖
丁
の
る

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
研
　
究
　
　
粗
捌
鍛
冶
系
欄
考

刀
劒
が
作
り
毘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
我
々
の
研
究
は
今
回

ほ
正
確
に
何
れ
の
埋
物
を
何
人
の
作
ご
指
示
し
得
る
ま
で

に
進
ん
で
ゐ
ぬ
が
、
卒
業
か
ら
移
住
し
た
信
房
貞
幾
等
の

作
風
が
此
の
如
き
特
性
を
有
し
、
後
億
全
く
此
等
の
作
品

及
び
舞
草
季
泉
等
の
奥
州
物
の
あ
る
も
の
を
鎌
倉
物
ご
同

一
聾
す
る
に
至
っ
た
こ
考
へ
ざ
る
を
得
澱
。

　
現
存
す
る
相
州
鍛
冶
系
圖
な
る
も
の
は
備
前
ご
粟
田
ロ

こ
の
爾
流
派
の
み
を
認
め
て
、
此
の
第
三
の
流
派
の
更
に

早
く
鎌
倉
に
入
っ
て
み
た
事
態
を
無
視
し
て
、
こ
の
爾
流

派
か
ら
新
ら
し
い
鎌
倉
物
の
作
風
が
起
つ
た
ご
せ
ね
は
な
，

ら
ぬ
檬
に
な
っ
て
る
の
は
我
々
の
擁
の
落
ち
か
ね
る
所
で

我
々
は
今
日
鎌
倉
物
に
認
む
る
特
性
を
卒
泉
物
を
懸
承
し

た
作
風
ε
し
、
そ
の
鵡
源
を
此
等
の
刀
工
に
在
る
ε
す
る

の
が
遙
か
に
露
華
な
る
を
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　
鎌
倉
鍛
刀
業
が
山
内
荘
本
郷
の
傍
に
榮
え
た
後
に
近
畿

中
型
か
ら
集
り
來
つ
た
刀
工
中
著
名
な
る
は
粟
田
ロ
國
綱

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
．
一
　
（
一
じ



　
　
　
第
十
ご
巷
　
　
研
　
究
　
　
相
弼
鍛
冶
系
懸
考

備
前
助
貞
國
宗
の
三
人
で
、
就
中
國
綱
一
涙
ビ
國
宗
と
が

後
世
に
相
州
の
代
表
こ
な
っ
た
。
故
に
我
々
は
流
布
刊
本

に
昌
々
に
記
載
さ
れ
た
こ
れ
等
の
刀
工
の
系
圖
の
傳
承
に

就
い
て
仔
細
に
吟
味
し
、
そ
の
異
同
を
究
明
し
て
信
慧
す

べ
き
も
の
を
編
成
せ
ね
ば
な
ら
澱
の
で
あ
る
。
此
等
の
爆

風
申
相
州
鍛
冶
の
元
仁
の
如
く
看
倣
さ
れ
來
つ
た
粟
田
口

國
綱
こ
そ
の
系
統
の
且
攣
た
る
新
藤
五
國
光
ご
に
就
い
て

攻
究
し
た
私
見
を
左
に
述
べ
る
〇

　
　
　
　
四
、
票
田
口
國
綱
ご
新
藤
五
南
光

　
粕
州
鍛
冶
系
圖
に
見
え
る
新
藤
五
國
光
は
鎌
倉
に
來
住

し
た
國
綱
の
繊
承
者
こ
し
て
粟
田
口
鍛
冶
を
代
表
し
、
重

要
な
る
位
概
を
占
む
る
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
刊
本
中
の

最
古
板
寛
永
系
圏
ご
天
正
十
五
年
古
貸
本
ご
は
何
れ
も
國

光
の
系
圖
を
行
光
ま
で
や
中
断
し
て
、
正
宗
を
租
ε
し
た

第
二
の
系
圖
を
別
に
設
け
て
み
る
。
古
漢
画
銘
文
㌘
は
新

作
物
に
至
る
ま
で
に
新
藤
五
の
名
を
載
せ
す
し
て
、
後
に

粟
田
口
系
圖
に
至
っ
て
初
め
て
國
綱
の
子
ご
し
て
眞
國
、

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
二
　
　
（
一
ご
）

國
光
、
國
弘
幽
幽
子
の
三
人
を
列
召
し
た
外
に
樹
ほ
國
弘

無
難
國
光
磁
を
蓮
如
し
て
．
新
藤
五
國
光
を
國
綱
の
孫

ご
し
、
而
し
て
之
に
労
い
て
相
州
進
藤
五
一
滴
（
流
か
）

正
金
（
嫡
か
）
圖
が
あ
っ
て
、
國
宗
を
上
に
し
そ
の
下
に
國

宗
弟
子
新
藤
五
燈
光
、
そ
の
子
國
重
、
國
廣
、
行
光
、
兄

大
進
房
行
光
の
四
人
を
列
し
、
行
光
か
ら
系
統
を
引
き
之

を
五
郎
入
室
正
宗
を
槻
ご
し
た
貞
宗
以
下
の
系
圖
に
連
結

し
、
前
の
爾
者
に
於
け
る
よ
り
も
國
宗
國
光
行
光
正
宗
貞

宗
秋
廣
の
問
の
系
統
を
画
然
ご
示
し
て
み
る
Q

　
正
保
萬
治
爾
系
圖
に
至
れ
ば
全
く
此
の
最
後
の
形
式
に

な
り
、
今
日
流
布
の
古
刀
文
墨
以
後
の
相
州
鍛
冶
系
圖
の

之
を
底
本
こ
し
て
み
る
形
跡
が
明
か
で
あ
る
。
萬
治
板
古

今
銘
文
だ
け
は
國
宗
國
光
の
下
の
雪
雲
霞
継
行
光
の
四
人

に
順
次
相
承
け
た
か
の
如
く
系
線
で
悪
結
し
而
か
も
四
人

ご
も
國
光
の
子
又
は
養
子
た
る
面
恥
を
注
記
に
よ
り
明
に

し
τ
み
る
の
は
，
古
爲
本
銘
盤
（
慶
長
二
年
）
ご
同
じ
系
統

の
異
派
に
此
の
如
き
形
式
の
も
の
が
あ
っ
た
乙
を
推
知
喧

O



る
に
足
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
此
等
の
諸
本
を
槻
て
第
「
に
氣
の
つ
く
の
は
進
藤
五
新

藤
五
の
爾
様
に
示
し
、
而
か
も
匠
別
な
し
に
混
用
し
て
み

る
事
實
で
、
特
に
寛
永
板
本
の
如
き
は
國
光
以
下
國
泰
ま

で
酷
な
…
進
藤
五
に
作
っ
て
ゐ
。
是
は
す
べ
て
新
が
正
し
く

て
進
は
同
音
な
る
爲
め
に
誤
っ
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
か

或
は
國
宗
弟
子
初
代
國
光
だ
け
が
進
藤
五
で
、
父
の
名
を

嗣
い
だ
國
重
以
下
は
新
が
正
し
い
か
叉
は
そ
の
逆
に
初
代

國
光
だ
け
新
で
二
代
以
下
進
を
用
み
た
か
ご
い
ふ
疑
問
が

超
り
、
三
者
の
何
れ
が
正
し
い
か
此
の
疑
問
を
解
決
す
る

こ
ご
は
國
光
の
初
代
ε
二
代
以
下
ご
を
決
定
す
る
に
覚
り

頗
る
重
要
な
鵡
思
義
が
あ
る
ご
考
へ
ら
れ
る
O

　
進
藤
は
氏
名
こ
し
て
行
は
れ
る
も
の
で
新
藤
五
長
谷
部

國
光
ご
切
っ
た
顯
銘
の
み
見
え
る
の
か
ら
推
せ
ば
進
ぽ
新

の
誤
宇
に
過
ぎ
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
が
、
然
れ
こ
も
國
光
に
少

く
も
二
代
も
あ
る
こ
い
ふ
確
か
ら
し
い
傳
説
か
ら
槻
れ
ば

進
を
新
の
誤
字
叉
は
通
用
宇
こ
し
て
新
の
方
が
絶
調
に
正

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
癬
朔
鍛
冶
系
剛
考

し
い
ε
漸
定
す
る
こ
ご
は
出
來
澱
。
故
に
そ
の
絶
樹
の
正

否
を
姑
く
畳
い
て
先
づ
國
光
ご
銘
を
切
っ
た
刀
工
に
關
す

る
從
來
の
別
置
及
び
押
形
の
紀
年
銘
を
調
べ
て
之
と
相
互

督
す
る
の
が
安
當
で
あ
る
。

　
初
め
て
鎌
倉
鍛
冶
の
系
圖
に
疑
惑
の
見
解
を
襲
言
し
た

の
は
本
阿
彌
長
根
で
、
古
刀
銘
鑑
雲
知
明
集
に

　
刊
本
國
綱
島
＋
三
歳
建
長
七
死
ト
シ
、
國
光
建
長
二
生
ト
記
セ

　
バ
闘
四
綱
八
十
八
轟
威
ノ
時
ノ
子
忌
、
世
二
紹
四
テ
餓
州
シ
ト
モ
云
ガ
タ

　
ク
レ
ト
モ
、
可
豊
田
國
綱
ノ
兄
藤
五
郎
有
國
存
生
ノ
中
ニ
ア
ラ

　
ズ
バ
其
子
ラ
斯
訟
二
五
ト
云
ベ
カ
ラ
ズ
、
サ
ラ
バ
A
－
記
所
…
ノ
國
光

　
ト
國
綱
ト
ノ
間
二
一
人
ノ
新
藤
五
ア
リ
シ
ナ
ラ
ン
、
此
國
光
ハ

　
其
弟
子
ニ
テ
師
ノ
姓
名
ラ
襲
タ
ル
が
上
二
、
自
ノ
本
姓
ラ
モ
添

　
テ
新
藤
五
長
谷
部
國
光
ト
打
シ
ニ
ヤ
、
了
戒
ノ
末
了
戒
某
ト
打

　
信
國
ノ
末
信
國
某
ト
打
タ
ル
ハ
是
二
敷
シ
ナ
ラ
ン
、
新
藤
五
國

　
光
法
師
延
慶
二
年
、
新
藤
五
國
光
法
名
三
光
心
正
和
二
年
七
月

　
ト
打
タ
ル
ァ
リ
タ
、
新
藤
五
國
光
正
和
二
年
十
一
月
、
國
光
正

　
和
三
年
文
保
元
亨
ナ
ド
年
號
ア
レ
バ
、
正
和
二
年
七
月
後
ノ
作

　
ハ
三
代
目
ナ
ル
ベ
シ
。第

｝
號

一
三
　
　
（
一
三
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
粗
州
鍛
捻
系
醐
警

ご
い
っ
た
識
見
は
非
凡
で
、
走
競
的
系
譜
の
破
綻
を
暴
露

し
得
て
痛
快
で
あ
る
。

　
特
に
新
藤
五
ご
藤
五
郎
有
國
こ
の
審
尋
及
び
國
光
の
名

が
何
代
か
あ
る
ご
し
て
、
父
子
師
弟
の
間
の
縛
承
を
考
へ

た
匙
は
無
銘
で
將
來
の
研
究
者
に
指
針
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
然
る
に
銘
記
に
は
術
ほ
新
藤
五
國
光
永
和
二
年
を
も
急

げ
、
長
谷
部
國
光
元
亨
二
年
．
の
銘
か
ら
五
十
四
年
の
後
に

同
名
刀
工
の
あ
っ
た
こ
ご
を
示
し
、
銘
鑑
の
決
定
法
に
從

へ
ば
第
四
の
國
光
が
あ
b
得
る
こ
と
に
な
る
Q

　
加
之
初
代
藤
五
國
光
の
子
に
國
重
、
國
廣
の
二
人
ご
も

に
國
光
を
名
乗
つ
た
こ
の
蓮
説
は
古
寓
本
如
手
引
に
先
づ

見
え
、
寛
永
板
三
三
に
も
記
し
、
こ
の
説
は
慶
長
以
前
に

已
に
行
は
れ
た
こ
考
へ
ら
る
。

一
近
頃
江
村
法
警
士
が
野
津
研
究
（
第
十
一
霧
）
誌
上
に
登

表
さ
れ
た
國
光
に
思
す
る
考
察
は
主
ε
し
て
流
布
刊
本
の

系
圖
に
就
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
論
ε
し

　
　
　
　
　
　
　
築
一
興
　
　
　
一
四
　
　
（
一
四
）

て
爆
げ
た
所
に
よ
れ
ば
初
代
新
藤
五
國
光
の
前
に
今
一
入

の
國
綱
子
國
光
が
あ
っ
て
系
圖
か
ら
漏
れ
て
み
る
ピ
い
ふ

考
慮
で
、
長
根
の
考
ご
路
ぼ
同
一
の
露
結
に
外
な
ら
ぬ
。

然
る
に
之
を
前
に
掲
げ
た
慶
長
二
年
古
寓
本
門
盤
の
粟
田

口
國
綱
の
下
に
見
え
る
も
の
に
比
較
す
る
に
國
綱
、
國
弘

國
光
こ
い
ふ
順
序
で
、
初
代
新
藤
五
は
國
蕾
め
孫
こ
な
り

年
代
の
不
合
理
な
關
係
が
除
か
れ
る
。
此
の
二
人
の
國
弘

の
中
｝
入
が
國
光
ご
蔵
し
た
ご
す
れ
ば
長
根
説
江
村
説
共

に
完
全
に
成
立
す
べ
き
も
、
我
々
は
亡
君
本
門
盤
の
國
綱

の
子
國
光
を
第
五
子
で
あ
っ
た
の
で
、
藤
五
郎
ご
繕
し
、

國
弘
の
子
國
光
の
方
は
之
に
遜
際
す
る
爲
め
に
新
藤
五
ご

呼
ん
だ
ご
せ
ぱ
凡
て
の
疑
の
雲
が
＝
掃
さ
れ
る
ご
信
ず

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
　
・

　
正
保
及
び
萬
治
黒
本
二
曹
に
は
國
弘
有
為
又
は
眞
國
則

清
の
三
人
を
暴
げ
、
古
刀
重
機
も
之
に
從
ひ
、
鍛
冶
考
砿

國
弘
期
年
眞
國
警
鐘
國
光
の
五
人
を
暴
げ
て
る
る
。
こ
の

・
擁
冶
考
の
國
弘
の
注
に
山
内
慢
罵
綱
別
名
ご
し
國
光
に
は



新
藤
五
山
内
住
或
は
則
國
子
こ
も
國
綱
子
ご
も
云
ふ
ご
注

し
た
。
今
按
す
る
に
國
弘
の
別
名
國
綱
こ
い
ふ
の
は
國
弘

が
襲
名
し
て
二
代
國
綱
ε
な
っ
た
こ
解
す
べ
く
、
從
っ
て

國
弘
の
子
新
藤
五
國
光
を
國
綱
の
子
ε
す
る
の
は
二
代
目

國
綱
の
子
た
る
を
意
逸
し
、
混
同
し
て
藤
六
國
綱
の
子
ご

さ
れ
た
に
過
ぎ
澱
ら
し
い
。

　
此
の
如
く
考
ふ
れ
ば
相
州
に
移
住
し
た
粟
田
口
鍛
冶
は

國
綱
國
弘
（
ご
代
國
綱
）
新
藤
五
國
光
二
代
國
光
ま
で
相
嗣

い
で
榮
え
た
こ
ご
に
な
）
、
從
來
諸
種
の
系
圖
に
混
観
を

生
じ
た
理
由
も
同
時
に
明
瞭
に
な
る
。

　
子
孫
の
同
名
を
臓
紛
す
る
習
慣
は
長
根
の
既
に
注
意
し

た
所
で
あ
る
が
、
鎌
倉
鍛
冶
中
子
綱
二
代
の
外
に
國
宗
二

代
あ
る
こ
ご
は
次
に
蓮
。
へ
る
如
く
、
作
品
の
商
標
の
如
き

部
属
で
信
用
を
博
す
る
手
段
こ
し
て
當
膚
浅
に
頗
る
流
行

し
た
こ
ご
を
推
知
す
る
に
足
る
〇

　
　
　
　
六
、
備
前
國
宗
と
和
…
州
正
心
示

　
相
州
鍛
冶
系
圖
に
關
す
る
問
題
中
音
も
重
要
な
る
は
正

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
研
　
究
　
　
祁
珊
鍛
冶
系
圃
考

宗
で
あ
る
。
明
治
時
代
に
入
っ
て
本
阿
彌
家
の
因
襲
的
目

利
の
樺
威
が
喪
失
さ
れ
て
、
刀
劒
研
究
家
の
自
歯
な
意
見

が
登
表
さ
れ
得
る
に
至
り
、
正
宗
に
劃
す
る
種
々
の
疑

問
が
綾
宜
し
た
。
そ
の
説
は
貢
し
も
正
宗
の
實
在
を
疑
ふ

に
は
至
ら
な
ん
だ
が
、
そ
の
作
品
の
確
か
な
も
の
が
稀
少

で
古
今
猫
歩
の
名
工
た
る
や
否
や
が
疑
は
し
く
な
り
、
室

町
時
代
に
は
備
ほ
有
名
な
ら
す
し
て
豊
公
以
來
俄
か
に
貴

重
親
さ
る
、
に
至
っ
た
も
の
こ
認
定
さ
れ
る
こ
ご
、
な
っ

た
。
着
れ
ざ
も
樋
門
に
就
い
て
の
精
透
し
た
研
究
は
今
日

ま
で
未
だ
試
み
ら
れ
て
ゐ
ぬ
様
で
あ
る
か
ら
、
慶
長
前
後

の
諸
家
養
育
書
か
ら
板
本
諸
系
圖
及
び
目
利
書
に
至
る
間

の
相
州
系
圖
に
閥
す
る
鍵
遷
を
述
べ
る
に
適
う
、
そ
の
中

心
問
題
ビ
し
て
弦
に
所
見
を
述
べ
る
。

　
室
町
將
軍
容
激
義
政
ご
同
時
の
一
條
兼
良
の
尺
素
往
來

に
初
め
て
刀
工
正
宗
の
名
が
載
っ
て
み
る
の
が
、
若
し
相

…
州
正
宗
を
指
示
す
る
ご
す
れ
ば
、
そ
の
死
後
百
除
年
を
経

て
漸
く
良
工
ご
し
て
の
存
在
を
認
め
あ
れ
た
こ
と
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
第
剛
號
　
・
　
咽
五
　
　
（
一
五
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
粗
甥
鍛
冶
系
圃
考

が
、
近
い
京
都
に
達
磨
正
宗
が
み
た
後
で
あ
る
か
ら
講
者

何
れ
が
載
っ
た
か
既
に
疑
問
た
る
を
免
れ
ぬ
。

　
我
々
は
此
の
癒
永
以
後
の
記
載
よ
り
も
更
に
注
意
す
べ

き
は
正
和
二
年
正
月
十
一
日
の
奥
書
あ
る
注
…
進
物
三
十
二

番
臼
に
在
る
政
宗
で
あ
る
ビ
信
ず
る
。
是
は
「
先
代
之
時

記
シ
置
レ
タ
ル
也
銘
ノ
上
中
下
作
ヲ
不
撰
注
進
次
第
二
記

シ
被
置
也
」
ご
あ
る
附
記
の
語
か
ら
、
三
河
入
道
が
鎌
倉

幕
府
の
奮
記
を
牧
録
し
た
も
の
た
る
は
明
か
で
、
此
の
政

宗
な
る
刀
工
に
就
い
て
大
に
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
古
謡
本
銘
盤
の
注
…
進
物
に
は

　
繁
辮
蘇
國

ε
あ
る
も
、
萬
治
板
本
に
は
「
後
に
銘
替
る
ロ
傳
也
」
の

一
句
を
加
へ
、
正
保
本
阿
彌
系
圖
に
直
宗
一
家
の
部
國
宗

の
下
に

　
正
宗
國
宗
子

ビ
見
え
、
臨
本
萬
治
系
圖
に
は
政
宗
後
國
宗
ト
打
康
元
比

ざ
し
「
イ
（
異
）
正
也
」
ご
注
意
し
、
古
刀
銘
盤
に
も
伺
じ
く

　
　
　
　
　
　
　
第
一
鰻
｝
　
　
　
一
六
　
　
　
（
一
六
）

政
宗
ご
し
、
「
國
宗
弟
子
、
廃
怠
頃
、
正
宗
ト
モ
打
、
循
誉
住

後
國
宗
ト
打
」
ご
注
し
、
鍛
冶
考
に
至
っ
て
、
「
正
宗
難
細

螺
羅
個
難
難
羅
ト
言
記
し
、
備
考
に
至
り
詳
細
を

極
め

　
備
前
直
心
那
流
、
二
｛
子
銘
に
打
、
後
伯
州
小
稲
臼
へ
紬
移
り
圃
罵
示
入
屯
追

　
ε
切
、
備
前
三
郎
國
宗
の
門
ミ
云
、
正
宗
ε
も
打
、
正
懸
比

こ
し
、
本
阿
彌
長
根
は
國
宗
貞
、
氷
の
子
に
國
経
正
元
國
宗

遭
難
鑛
覇
を
総
て
み
る
。

　
此
等
を
蓮
浴
し
て
明
か
な
る
は
鎌
倉
に
移
住
し
た
備
前

三
郎
國
宗
の
子
に
政
宗
又
は
正
宗
ご
い
ふ
も
の
が
み
た
こ

ご
が
正
和
時
代
の
奮
記
を
編
纂
し
た
三
河
入
道
の
時
に
あ

っ
た
こ
考
へ
得
る
こ
ご
で
あ
る
。

　
寛
永
板
絵
圖
の
備
前
に
國
半
身
宗
國
貞
の
系
圖
を
載
せ

　
國
宗
咽
鵬
灘
藻
煙
蝉
鑑
轍
櫻
二

こ
い
ひ
、
國
爽
に
は
「
在
京
し
て
備
前
太
郎
ご
云
」
ざ
注

し
、
國
貞
に
は
「
七
宗
弟
備
前
八
郎
」
こ
注
し
て
み
る
。
然

る
に
「
諸
夏
丁
丁
追
福
頭
字
寄
分
」
の
部
に



　
語
調
藷
編
鰍
章
鹸
墜
蒲
西
塔
奪
螂
徽
長
船

ご
記
し
、
伯
誉
の
外
に
父
子
孫
の
三
人
の
國
宗
が
み
た
こ

ε
に
な
っ
て
み
る
の
み
な
ら
す
、
孫
が
五
郎
ご
し
て
庭
別

さ
れ
て
る
こ
ご
が
他
の
諸
系
圖
に
見
え
た
所
ご
著
し
く
異

っ
た
一
説
で
あ
る
。
是
に
從
へ
ば
國
宗
の
子
に
正
宗
叉
は

政
宗
な
る
も
の
が
み
て
、
」
後
に
父
の
名
を
嗣
ぎ
そ
の
孫
が

湿
た
同
じ
く
父
租
の
名
を
嗣
ぎ
國
宗
ご
名
乗
つ
π
も
の
で

而
か
も
こ
の
孫
國
宗
郎
ち
正
宗
が
五
郎
で
あ
っ
た
こ
ご
で

あ
る
。
此
の
如
く
三
代
共
に
後
に
藍
鼠
ご
名
乗
り
そ
の
二

代
及
び
三
代
が
共
に
正
宗
ε
聡
し
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
す

れ
ば
、
正
宗
と
い
ふ
鎌
倉
鍛
冶
は
備
前
か
ら
來
だ
も
の
に

少
く
も
二
人
み
た
こ
考
へ
得
ら
れ
る
。

　
以
上
諸
系
圖
の
異
同
を
比
較
し
だ
結
果
は
假
り
に
備
前

正
宗
ε
し
て
優
別
す
べ
き
も
の
、
存
在
を
認
む
る
に
足
る

様
で
あ
る
。

　
五
郎
入
渣
正
宗
の
古
い
系
圖
に
現
は
れ
た
も
の
を
親
る

に
、
是
れ
叉
た
頗
る
遍
々
に
な
っ
て
み
る
。
我
々
の
手
に

　
　
　
第
十
ご
巻
　
　
研
　
究
　
　
温
州
鍛
冶
系
欄
回

し
得
た
最
も
古
い
も
の
は
天
正
十
五
年
古
寓
本
で
、
前
に

も
蓮
べ
た
如
く
是
に
は
「
一
、
相
模
國
鍛
冶
之
事
次
第
不

同
」
こ
い
ふ
項
に
頂
上
に
官
僚
國
綱
を
並
列
し
、
そ
の
國

宗
購
鍛
三
の
下
に
國
光
糀
霊
鑑
國
更
に
そ
の
下
に
國
廣
繍
購
五

霞
燕
墜
國
泰
講
五
大
進
房
停
車
を
並
列
し
て
、
こ

れ
ま
で
素
線
を
断
質
し
、
走
還
に
國
光
璽
の
右
に

行
光
鵜
藤
五
を
麗
い
で
並
馨
し
、
國
光
の
下
に
正
宗
紐
瀞
義

弘
腿
帥
閣
丁
重
黒
土
國
の
三
人
を
並
列
し
、
正
宗
の
下
に
貞

宗
礪
を
警
め
ご
し
撮
管
蕊
左
翻
繋
晶
牌
録
長
義

醐
輸
掴
に
至
る
五
入
を
並
列
し
、
七
宗
の
下
に
廣
光
勘
聯
秋

景
頭
血
管
光
繍
輸
弛
貞
信
國
軽
量
弛
右
の
舟
入
を
並
列
し
、
廣

光
の
下
に
正
廣
唄
人
を
記
し
て
み
る
。

　
此
の
記
載
の
仕
方
が
傳
統
を
示
す
系
圖
た
る
は
國
光
は

國
宗
の
弟
子
、
行
光
は
新
藤
五
國
光
の
弟
子
た
る
關
係
を

注
記
し
た
の
で
明
か
で
、
國
光
ご
國
綱
の
關
係
は
是
だ
け

で
は
分
ら
訟
。
此
の
系
圖
の
著
し
く
他
の
諸
系
圖
ご
異
っ

た
鮎
は
義
弘
副
重
を
正
宗
ご
同
列
に
導
き
貞
宗
以
下
五
人

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
七
　
　
（
一
七
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
絹
贈
鍛
冶
系
陶
考

だ
け
を
正
宗
の
子
及
び
弟
子
ご
し
、
盆
光
を
貞
宗
の
弟
子

こ
し
た
こ
ご
で
あ
る
。

　
古
寓
短
期
盤
の
「
相
州
進
藤
五
一
濡
（
流
の
誤
）
正
嫡
圖
」

で
は
同
じ
く
國
光
の
下
に
再
入
の
名
を
並
列
す
る
も
、
國

重
欄
就
國
廣
同
大
進
房
朗
靴
励
魁
獅
聯
物
行
光
当
馬
繍
瑚
胱
鞍
仔
幻

柾媒

ﾃ
し
て
、
國
泰
を
除
き
行
光
を
加
へ
、
系
線
を
上
へ

引
き
正
宗
鎌
に
連
ね
、
貞
宗
贋
光
景
重
義
弘
金
重
國
重

粂
光
安
吉
の
倉
入
を
正
宗
の
弟
子
ご
し
、
貞
宗
の
弟
子
こ

し
て
秋
廣
誌
面
霧
か
元
重
奨
國
里
言
期
鷺
講
を
畢

げ
て
る
る
。

　
此
の
系
圖
に
從
へ
ば
藤
五
三
郎
國
泰
の
代
り
に
藤
三
郎

行
光
が
入
り
、
且
つ
國
光
ご
父
子
の
契
約
を
な
し
、
そ
の

實
子
が
五
郎
入
道
正
宗
こ
な
わ
、
行
光
は
國
の
偏
誰
を
嗣

ぐ
代
り
に
光
の
字
を
受
け
た
こ
ご
が
正
宗
貞
宗
の
嗣
係
ご

同
｝
ら
し
く
な
る
Q

　
正
保
萬
治
爾
系
圖
は
何
れ
も
國
泰
を
第
三
に
厭
き
行
光

を
末
に
加
へ
て
五
人
こ
す
る
黙
に
於
て
異
な
り
、
叉
た
前

　
　
　
　
　
　
　
第
樋
號
　
　
　
嘱
八
　
　
ハ
h
入
）

涛
は
行
光
に
「
國
光
ご
父
子
の
契
約
云
々
」
の
全
文
を
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

記
せ
る
に
劉
し
、
萬
治
系
圖
で
は
「
國
宗
養
子
文
永
ノ
コ

ロ
」
ご
注
記
し
て
、
國
宗
の
養
子
ご
認
め
て
み
る
。
爾
ほ

之
ご
鵬
罪
し
て
注
意
せ
ね
ば
な
ら
訟
こ
ご
は
古
造
本
銘
鑑

に
國
宗
の
左
書
に
「
正
宗
講
師
也
」
定
あ
る
注
記
で
、
是

は
正
和
注
進
物
の
政
宗
即
ち
正
宗
が
五
郎
入
座
ご
混
同
さ

れ
た
の
か
も
知
れ
す
、
叉
だ
行
光
が
國
宗
養
子
ご
な
り
國

宗
を
冒
し
正
宗
は
そ
の
弟
子
か
も
し
れ
ぬ
こ
ご
、
な
る
。

兎
に
角
行
光
正
宗
ε
聖
遷
こ
の
間
に
師
弟
父
、
子
何
等
か
の

聯
鎖
が
あ
る
ご
の
傳
説
が
塵
々
の
記
載
ご
な
っ
た
こ
揖
を

想
は
し
め
る
。

　
叉
た
國
重
大
…
進
房
行
光
の
關
係
に
就
い
て
も
諸
本
彊
々

で
、
天
正
古
血
本
の
系
圖
に
は
前
に
暴
げ
た
如
く
、
「
此
作

面
々
子
細
有
之
」
ご
注
す
る
に
止
る
も
、
國
庭
竃
職
五
の

作
風
を
記
す
る
に
至
り
、
「
大
…
進
房
墨
朋
國
は
ぐ
う
さ
ん
の

山
ぶ
し
な
り
云
々
」
ご
し
、
國
重
即
ち
大
進
房
こ
す
る
一

説
が
見
え
る
。
之
に
反
し
て
古
本
本
諸
銘
盤
は
何
れ
も
行



光
の
兄
な
り
ε
し
風
光
あ
血
族
閣
係
を
否
定
し
て
む
る

鍛
冶
考
（
懇
二
）
に
は
國
泰
に
或
は
大
…
進
坊
同
人
こ
も
云
ふ

ご
注
し
、
行
光
に
も
或
は
大
進
坊
同
人
行
李
子
ζ
。
云
ふ

ご
注
し
た
の
は
何
に
糠
つ
淀
か
明
か
で
な
い
の
み
な
あ
す

豊
後
行
李
と
約
百
年
の
間
隔
あ
る
の
を
無
視
し
て
行
光
を

そ
の
子
ご
す
る
理
由
が
分
ら
ぬ
。

　
次
に
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
粗
州
鍛
冶
の
「
大
事
相
傳

系
圖
」
の
｝
項
で
あ
る
。
是
は
古
論
本
銘
盤
、
正
保
系
圏

萬
治
板
古
今
銘
書
ス
懇
一
）
何
れ
に
も
出
て
み
る
。
然
る
に

最
後
の
板
本
に
は
大
事
の
羅
宇
を
削
っ
て
み
る
の
み
な
ら

す
、
寓
本
に
は
正
宗
の
次
に
兼
光
が
あ
っ
て
、
板
本
に
は

之
を
除
き
國
次
ε
正
宗
こ
の
問
に
行
光
を
入
れ
て
み
る
こ

ご
は
注
意
に
値
す
る
差
異
で
あ
る
。
慶
長
二
年
の
古
爲
本

で
は
前
に
遽
べ
た
如
く
此
の
大
事
相
当
の
一
項
三
行
ご
末

の
竹
屋
重
次
の
花
押
あ
る
奥
書
ご
が
一
筆
・
で
、
そ
の
他
は

溺
人
の
爲
字
に
成
っ
て
み
る
所
か
ら
推
し
て
、
相
州
系
綴

で
は
頗
る
重
要
な
秘
傳
で
あ
っ
た
ら
し
く
想
は
れ
る
。
故

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
窟
翔
鍛
冶
系
醐
考

に
板
本
に
こ
の
系
圖
を
載
せ
る
時
に
大
事
の
こ
宇
を
除
い

た
こ
ご
は
容
易
に
理
會
さ
れ
、
又
た
貞
宗
ご
管
轄
で
而
か

も
位
列
の
遙
か
に
劣
っ
た
ご
看
微
さ
る
、
粂
光
を
去
っ
た

の
も
慶
長
以
後
本
阿
彌
そ
の
他
諸
家
の
臼
利
の
脅
慣
を
愈

重
す
る
に
至
っ
て
墨
黒
を
麺
更
せ
ざ
る
を
得
一
な
ん
だ
結
…
果

ご
考
へ
ら
れ
る
。
而
し
て
こ
の
相
傳
系
圖
に
於
い
て
尤
も

難
解
な
】
事
は
來
國
次
が
正
宗
又
は
行
光
の
師
た
る
關
係

で
、
是
は
國
次
を
正
宗
の
弟
子
ご
す
る
普
通
の
図
説
ご
相

反
し
、
正
宗
の
方
が
國
次
か
ら
悪
筆
｝
涙
の
方
法
の
傳
授

を
受
け
た
か
、
又
は
國
次
は
五
郎
入
道
正
宗
の
弟
子
で
な

く
て
、
國
宗
系
の
五
郎
正
宗
か
ら
受
け
た
傳
授
を
正
宗
に

授
け
た
ε
考
へ
る
の
が
要
當
な
機
で
あ
る
。

　
之
を
要
す
る
相
傳
系
圖
の
示
す
所
で
は
相
州
鍛
冶
の
三

豊
は
備
前
直
宗
一
派
の
末
流
で
、
粟
田
口
閲
綱
の
血
統
た

る
ご
否
ご
を
問
は
す
、
京
物
の
影
響
は
寧
ろ
來
國
次
か
ら

受
け
て
、
五
郎
入
滋
正
宗
に
至
っ
た
こ
認
め
ら
れ
る
。

　
而
し
て
此
の
如
く
槻
來
れ
ば
最
初
に
注
意
し
た
閾
宗
の

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
九
　
（
一
九
）



◎

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
相
餌
鍛
冶
系
岡
考

子
に
正
宗
が
あ
っ
て
後
に
國
宗
ご
総
し
た
鍛
冶
が
あ
り
得

る
こ
の
提
案
が
決
し
無
意
、
義
で
な
く
な
る
。
こ
の
勢
い
備

前
正
宗
の
後
に
行
光
及
び
第
三
の
正
宗
が
出
て
、
後
世
に

最
後
の
正
宗
一
入
が
相
州
鍛
冶
の
代
表
者
ご
な
り
、
そ
の

以
前
の
曳
綱
圃
光
等
の
名
工
こ
の
間
に
傳
統
を
作
ら
ん
こ

す
る
目
利
者
が
種
々
の
系
岡
を
編
成
し
、
そ
の
間
に
牽
強

捏
造
も
附
加
っ
て
板
本
古
今
聖
旨
以
後
の
系
圖
こ
な
っ
た

ら
し
く
見
え
る
Q

、
國
宗
ご
正
宗
こ
の
間
に
新
藤
五
一
門
及
び
來
國
次
の
入

っ
た
世
嗣
及
び
大
事
相
傳
な
る
も
の
は
古
諺
本
銘
誰
の
前

後
の
文
か
ら
推
せ
ば
．
癒
永
前
後
に
宇
都
宮
三
河
入
道
が

牧
録
し
た
ら
し
く
見
え
、
或
は
粟
田
口
及
び
來
の
系
統
に

差
す
る
鍛
冶
か
ら
得
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
備
前
系
統

の
間
へ
割
り
込
ん
で
み
る
の
で
な
い
か
ご
疑
は
れ
、
之
に

反
し
て
爺
光
が
正
宗
ご
貞
宗
ビ
の
間
に
在
る
の
は
備
前
鍛

冶
の
方
に
在
っ
た
相
州
系
圖
に
先
づ
編
入
さ
れ
て
る
た
ら

う
か
ご
推
測
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
二
〇
　
　
（
二
〇
）

　
既
発
の
推
測
を
助
く
る
労
謹
こ
し
て
考
慮
さ
る
．
べ
き
は

前
に
嗣
げ
た
後
鳥
胴
院
御
宇
の
稲
州
鍛
冶
の
系
圓
に
貞
國

の
一
派
の
存
在
が
全
く
忘
却
さ
れ
て
る
る
事
實
で
あ
る
。

此
の
成
行
は
貞
國
一
派
は
備
前
京
爾
派
の
何
れ
に
も
属
せ

諏
異
系
を
代
表
し
早
く
古
泉
か
ら
來
た
も
の
で
、
國
綱
國

宗
の
如
く
京
備
前
の
刀
工
等
に
知
ら
れ
て
み
な
ん
だ
か
叉

は
愈
重
さ
れ
な
ん
だ
薄
め
で
、
京
備
前
の
爾
系
に
押
し
て

重
大
な
作
風
墾
化
の
影
響
を
與
へ
た
に
も
拘
ぼ
ら
す
、
却

っ
て
後
膨
者
の
末
流
に
閑
却
さ
れ
た
こ
考
へ
ら
れ
、
そ
の

鎌
倉
幕
府
の
没
落
ご
蓮
命
を
共
に
し
た
も
の
は
是
非
も
な

い
次
濁
で
あ
ら
う
。

　
以
上
心
密
を
吟
讃
し
て
獲
た
結
果
は
國
宗
の
系
統
に
正

宗
が
出
た
ご
考
へ
る
が
事
事
實
に
近
い
ビ
い
ふ
ま
で
で
術

ほ
何
時
生
存
し
た
か
及
び
同
名
何
代
あ
っ
π
か
の
問
題
を

，
解
決
す
る
に
足
ら
ぬ
。

　
國
宗
の
子
及
び
孫
二
代
の
正
宗
の
年
代
は
國
宗
の
年
代

か
ら
推
知
す
る
外
な
く
、
國
宗
は
古
備
前
颪
宗
か
ら
二
代



直
宗
（
叉
は
遣
ハ
宗
）
三
代
國
眞
を
経
て
四
代
冒
に
侍
り
、
古

刀
銘
難
鍛
冶
考
備
考
の
諸
書
に
見
ゆ
る
所
重
々
に
し
て
、

古
寓
本
如
手
引
に
よ
れ
ば
　
　
　
　
　
・

　
　
備
前
三
郎
皇
宗
騒
説
鰍
饗
綜
要

ご
い
ふ
の
と
、
天
正
古
血
本
目
利
離
京
の
部
に

　
　
　
　
備
前
三
郎
也
雌
か
ち
京
か
ま
く
ら
た
か
け
て
二
王
、
本
出
所
備

　
　
國
越
前
國
爾
岡
庄
吉
弁
よ
り
出
象
り
虐
も
云
也
，
同
國
吉
岡
ノ
庄
よ

　
　
　
　
り
禺
た
る
亡
云
爾
観
あ
り

　
見
や
う
い
ろ
く
口
傳
あ
り
、
刃
み
だ
れ
て
出
足
ふ
か
く
、
き

　
つ
さ
き
み
じ
か
く
、
ふ
ん
は
り
つ
よ
き
も
あ
り
、
引
し
の
ぎ
ひ

　
き
く
て
打
ひ
ら
き
て
、
刃
あ
し
二
み
だ
れ
所
々
の
た
れ
て
ひ
ろ

　
す
ぐ
刃
も
あ
り
、
一
も
ん
じ
國
行
ノ
垢
、
」
S
く
也
、
叉
打
の
け
刃

　
の
あ
し
ひ
ろ
く
や
け
て
引
す
か
し
て
み
れ
ば
に
ご
り
足
入
タ
ル

　
モ
ア
リ
銘
の
字
な
り
、
國
々
に
て
ち
が
ふ
べ
し
、
此
作
ノ
太
刀

　
赤
松
ノ
重
代
南
泉
ミ
て
一
尺
八
寸
ノ
太
刀
あ
り
、
叉
お
な
じ
作

　
は
た
け
山
の
重
代
三
尺
八
寸
ノ
太
刀
ア
リ
、
異
名
ラ
卸
せ
は
ミ

　
い
ふ
、
天
下
二
か
く
れ
な
き
重
蜜
也

ε
あ
る
の
が
最
も
古
く
、
而
か
も
互
に
撮
着
し
、
前
者
に

從
へ
ば
副
書
の
鎌
倉
に
寝
つ
た
の
は
文
永
（
＝
一
六
四
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
粗
州
鍛
冶
系
圃
考

．
以
後
ご
な
b
、
後
者
に
從
ひ
此
の
畠
山
を
北
條
蒔
政
に
殺

さ
れ
た
薫
ず
思
こ
す
れ
論
は
軸
兀
久
…
以
北
剛
師
ち
少
く
も
山
ハ
∴
一
籐
和
丁

前
に
み
た
こ
ε
に
な
る
。

　
國
宗
の
年
代
に
解
し
て
は
樹
ほ
古
刀
銘
鑑
に
は
正
治
頃

二
十
歳
に
て
鎌
倉
に
下
る
こ
い
ひ
、
之
か
ら
廼
交
し
て
治

承
四
年
（
一
一
入
○
）
生
こ
し
、
校
正
古
刀
読
響
に
は
貞
永

（一

�
O
二
年
）
ご
し
て
み
る
。

　
此
の
天
正
本
の
説
に
從
へ
ば
交
治
承
久
聞
に
榮
へ
た
ご

考
へ
ら
れ
、
萬
治
系
圖
に
古
備
前
直
唐
臼
を
嘉
保
（
一
〇
九

四
、
五
年
）
頃
こ
す
る
説
ご
符
合
し
、
貞
永
及
び
交
永
の

國
宗
は
二
代
目
即
ち
正
宗
改
め
國
宗
ご
看
倣
さ
れ
昏
。
萬

治
系
牟
尼
本
に
は
國
宗
に
交
永
の
頃
と
注
し
政
（
正
宗
）
に

康
元
の
比
ご
注
す
る
か
ら
推
せ
ば
國
宗
の
文
永
は
怪
し
く

同
書
に
眞
宗
（
元
永
又
は
養
和
）
礎
守
國
眞
（
仁
李
）
太
郎
國

眞
（
正
治
）
次
郎
國
貞
（
交
接
）
三
郎
至
重
（
文
永
）
の
注
記
何

れ
も
誤
謬
を
含
む
ε
醸
せ
ら
れ
る
。

、
此
等
を
比
較
考
量
す
れ
ば
二
代
國
宗
師
ち
正
宗
は
康
元

　
　
　
　
　
　
　
　
第
↓
號
　
　
　
　
ご
一
　
　
（
二
一
）



　
　
　
第
十
ご
巷
　
　
研
　
究
　
　
相
州
鍛
冶
系
醐
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
永
頃
ま
で
み
た
刀
工
で
、
萬
治
系
圃
の
一
説
た
る
行
光

が
國
宗
の
養
子
こ
な
っ
た
こ
い
ふ
の
は
此
の
國
宗
の
こ
ご

で
、
…
進
藤
五
國
光
の
弟
子
で
行
光
ε
名
乗
リ
壁
代
國
宗
の

養
子
こ
な
り
、
そ
の
子
五
郎
入
道
正
宗
は
義
組
父
の
幼
名

を
饗
し
た
の
で
な
い
か
ご
い
ふ
考
説
が
立
て
ら
れ
得
る
。

　
正
宗
の
紀
年
銘
あ
る
押
形
は
角
野
正
次
忠
押
形
寓
の

　
正
和
二
年
一
月
□
三
相
州
佐
正
宗

　
嘉
暦
三
年
八
月
日
相
州
往
正
宗

に
止
る
が
、
嘉
元
、
元
亨
の
紀
年
銘
あ
る
行
光
と
前
後
し

て
相
次
い
で
鎌
倉
宋
期
に
榮
た
こ
ご
が
明
か
で
、
父
子
共

に
正
和
の
注
進
物
に
見
え
諏
の
は
そ
の
存
生
中
で
あ
る
か

ら
寧
ろ
常
然
で
あ
る
。

　
以
上
論
じ
來
つ
た
所
を
概
括
す
れ
ば
大
事
相
傳
系
圖
に

國
宗
を
元
耐
ご
し
正
宗
貞
宗
に
至
っ
た
こ
す
る
傳
承
に
は

大
に
意
味
が
あ
っ
て
、
軍
に
備
前
鍛
冶
が
我
田
引
水
の
系

圖
を
捏
造
し
た
ε
は
蓮
些
し
難
く
見
え
る
Q
而
し
て
正
宗

に
上
す
る
渾
々
の
傳
説
が
生
じ
た
の
は
國
宗
に
二
代
以
上

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
二
ご
　
．
（
二
二
）

あ
っ
て
子
叉
は
弟
子
正
宗
が
後
に
早
書
の
名
を
襲
ふ
た
の

に
原
因
す
る
ご
解
せ
ら
れ
、
五
郎
入
滋
正
宗
は
そ
の
孫
に

相
當
す
る
か
又
は
更
に
後
に
出
た
こ
ご
に
な
る
。

　
然
れ
ご
も
正
宗
に
聾
し
て
は
省
ほ
此
の
外
に
達
磨
正
宗

な
る
も
の
が
京
に
出
て
南
北
朝
の
時
代
に
相
堂
有
名
で
あ

っ
た
爲
め
に
醜
怪
が
起
つ
た
事
を
考
へ
ね
ば
な
ら
譲
が
、

之
に
瀾
す
る
考
説
は
他
日
に
譲
る
。

　
正
宗
を
中
心
人
物
こ
し
て
諸
國
に
行
は
れ
た
鎌
倉
風
の

鍛
刀
法
に
達
し
て
は
流
布
刊
本
は
大
抵
響
く
正
宗
の
門
弟

た
る
關
係
を
認
め
、
種
々
の
傳
説
が
俘
っ
て
み
る
。
然
れ

ざ
も
既
に
蓮
べ
た
如
く
山
内
鍛
冶
ケ
谷
が
鎌
倉
鍛
冶
の
淵

藪
で
蕗
健
に
諸
國
刀
工
が
集
り
來
つ
た
こ
す
れ
ば
、
武
家

杢
盛
の
時
代
た
る
鎌
倉
時
代
の
間
に
正
宗
の
出
現
を
待
た

す
し
て
華
美
な
作
品
が
造
射
れ
、
そ
の
方
法
も
亦
た
諸
國

に
贋
が
つ
た
こ
ご
も
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
故
に
三
重
義

弘
を
正
宗
の
和
弟
子
こ
す
る
如
き
古
い
傳
説
の
行
は
れ
た

の
は
當
然
で
、
正
宗
一
人
を
罪
凡
の
名
工
ε
し
て
之
に
牽



張
直
紙
す
る
欝
欝
は
多
く
は
取
る
に
足
ら
ぬ
。
來
國
次
を

行
光
正
宗
の
師
ε
す
る
ご
正
宗
の
門
弟
ビ
す
る
溶
着
の
如

き
も
後
者
の
方
が
怪
し
い
ご
想
は
れ
る
。
鎌
倉
作
風
の
天

下
を
風
靡
し
た
径
路
ご
諸
芸
同
風
の
刀
工
に
耕
す
る
研
究

は
他
日
に
護
り
唯
論
究
の
↓
系
理
ご
し
て
こ
れ
だ
け
を
叢

に
附
加
へ
る
に
止
め
る
。

　
最
後
に
＝
爵
せ
ね
ば
な
ら
澱
の
は
…
鎌
倉
鍛
冶
、
特
亡
そ

の
初
期
の
諸
工
は
開
府
後
日
着
く
鎌
倉
・
自
身
が
政
治
交
化

の
中
心
ε
し
て
李
安
京
及
び
近
畿
地
方
か
ら
濁
慶
す
る
以

前
に
於
て
古
り
電
重
せ
ら
れ
ぬ
の
が
彼
等
に
不
利
盆
で
絡

に
そ
の
名
す
ら
も
忘
失
さ
る
、
に
至
っ
た
の
は
環
境
の
事

情
の
然
ら
し
め
る
所
8
し
て
怪
む
に
足
ら
澱
こ
ご
で
あ
る

→多ム

肚

民

の

生

禅
仙
　
（
再
び
）
（
上
）

一
1
画
面
宇
治
田
原
荘
f

文
學
士
　
中
　
村

直
　
勝

　
　
　
　
閏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
の
荘
民
に
就
い
て
の
考
察
を
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、

　
私
は
嘗
て
本
誌
第
八
窓
第
…
號
に
、
「
難
民
の
生
活
」
ご
　
　
鈍
重
な
私
に
は
幾
星
霜
が
瞬
く
間
に
遇
ぎ
去
っ
て
し
ま
つ

題
し
て
特
に
伊
賀
群
盗
田
荘
の
荘
民
に
就
い
て
記
述
し
た
　
　
た
そ
の
間
に
私
は
、
何
れ
の
荘
園
問
に
で
も
度
々
繰
返
さ

事
が
あ
っ
た
。
そ
の
ご
き
の
私
の
企
圃
は
郡
下
い
て
各
地
　
　
れ
て
起
つ
た
所
の
堺
相
論
の
事
に
生
し
て
少
し
く
更
料
を

　
　
　
第
十
ご
巷
　
　
研
　
究
　
　
叢
民
の
座
活
（
思
び
×
上
）
一
瓢
出
窓
泊
田
原
霊
i
　
　
　
　
　
　
　
　
第
扁
，
號
　
　
　
ご
三
　
　
（
二
・
三
）


